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本数の多いスプライトの３Ｄ化の精度を高める 

 

雷の発生地点とスプライトの位置関係の調査 

 

雷の電流値と本数の関係の考察 
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※１２月の観測回数／その年度の観測回数 
 



神戸高校 
 

高知小津高校 磐田南高校 

東経 135.22° 

北緯  34.72° 

高度 150.0m 

東経 133.53° 

北緯  33.56° 

高度  17.0m 

東経 137.85° 

北緯  34.72° 

高度  29.0m 







東経、北緯、高度の値
をプログラミング用に
変換する 



プログラミングの様子 



 



神戸高校 奈良高校 

東経 135.82° 

北緯  34.69° 

高度  95.0m 

東経 135.22° 

北緯  34.72° 

高度 150.0m 





 



 

●スプライト   ●雷   

●スプライトの重心（東経と北緯の平均） 

101kA 4.2k

m 



●スプライト   ●雷   

●スプライトの重心（東経と北緯の平均） 

270k

A 

24.3km 
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確実に、速く３Ｄ化する方法を探す 

 

スプライトと気象条件との関係の調査 

 

観測スプライトの減少の理由の調査 

 


